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第一章 四国88カ寺巡礼旅 
 
1-1.  まじめに 
 

  人は持って生まれた環境の中で、また、その人の人生における種々環境の中で、多くの
ことを経験し、その積み重なりから新しいことが創造されます。その創造が人の想いを達成
させ、そして、その人の限りなき道が形成されてゆくものと思っています。 
  小さい頃から、四国88カ所参りは人生の義務であると親から教育されてきました。また、

20番鶴林寺は母親の父親（私のじいさん：森口金蔵）が宮守をしていた寺です。小学生時代

は担任の先生とにぎりめしを持って鶴林寺と大龍寺は年に一度は歩いて登った思い出深い

寺であります。幼い時から親しみのあるお寺で、鶴林寺、太龍寺を自分の庭として育ちまし

た。母親の実家は鶴林寺の近くの山奥にあり、山のふもとから歩いて一時間ほど山を登っ

たところにありました。爺は浪曲と酒の大好きな元気な人で、行くと喜んでくれたのをはっき

りと覚えています。亡くなるまで、「ひろむか・・・」が第一声でした。立派な家であったが、山

奥のため電気は来ておらず、薄暗いなかの爺の「お鶴」の浪曲は６０年過ぎても思い出深い

ものがあります。 

 家内を亡くし、ふとしたことから、木の輪切り板に絵を描くことに目覚め、不思議に仏様を

描くと、何かすがすがしいものを感じるようになっています。 

 自分で木を伐り、輪切り板を作り、乾燥、研磨、さらに、描画の道具、描画方法を思考錯誤

しながらすべて一から作り上げてきました。まだまだ十分ではありませんが、今なお思考錯

誤を繰り返し、作品作りに取り組み、5年目を迎えています。 

 木は生き物です。生きた木を扱うことは難しく、失敗の連続で、まともな板を作ることは、今

なお、できない状況でいます。輪切り板を使う木工細工師は少なく、教えてもらえる人も、相

談相手も少ないのが今なお、苦労の連続の要因でもあります。 

 仏様を描くきっかけは、ふとしたことで愛媛県松山市にある５１番札所石手寺を何気なしに

立ち寄った時のことが始まりです。寺の境内の鐘楼の周囲に仏様の絵を飾ってあり、これに

魅了され、写真を夢中で撮りました。ふと思いつき、写真よりは実物をと思い、寺の人に絵を

譲ってもらえるものは無いかと尋ねると、笑いながら「お寺をお参りし、納経時にもらっている

御影ですよ」教えてくれました。御影を拡大したものが飾ってあったのでした。4回も８８カ所

を周り、気づかなかった自分を恥じたことを今でも覚えています。 

 御影（本尊のおすがた）やお納経は有難く戴くが、汚れないように袋にしまっているか、額

に入れて宝にしている程度で、お参りすれば忘れられているのでないでしょうか。また、この

瞬間、四国８８カ所の御影すべてを板に描いてみようと思って興奮したことも事実です。これ

は家内からの「元気で長生き」の贈り物でないかと思いました。 

 このような、いろんなことが重なり、88カ所の御影を手に入る輪切り板に２年がかりで描き、

壁一面に祀っています。手に入る木で、自分で作れる輪切り板に夢中で描きました。割れて

いようが、変色していようが、お構いなしに描きました。どんな状態の板に描いても美しく、輝

いて見えることが不思議に感じています。 

 多くの人に観てもらったことはありませんが、子供たちや孫たちの評価はよく、観た人が驚

いてくれるのが大変うれしく、四国霊場に関係するものを描き続けています。 

 御影の描画絵が完成してから、３年目（２０２２年）になります。完成後、御影の仏様の素顔、

お納経（朱印と墨書き）、般若心経や梵字などの文字、花や動物、人物画など、四国霊場に

関するものを中心に、自分で気に入った絵を描き続けています。特に、般若心経は５日ほど 
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かかりますが、仏壇に飾って毎日黙読、読経をしてくれている人もいます。子供や孫は自分

の子供の似顔絵、花のコースター、仏画などを飾ってくれ、毎日接してくれているのがうれし

く、作品作りの原動力なっています。  

 プレゼントした多くの人が喜んでくれるので、四国霊場の御影とお納経を中心に、作った作

品をまとめてみることとしました。絵画や芸術に対して何の知識もないことから、多くの方か

らご意見を伺い、さらなる描画技術の向上を願って作品集を出版することとしました。 

 今回は、四国霊場の御影、お納経を中心に描画作品を紹介し、仏様の描画に興味を持っ

てもらい、また、描画作品を観ながら88カ所巡りを楽しんでもらいたいと思っています。描画

方法など作品作りについては別にまとめて紹介します。 

 まずは、針描画による四国霊場の御影とお納経の描画作品がどの程度多くの方に感心を

もっていただけるのか、に重点を置き、描画作品を中心にまとめました。 

 最初に、四国の地図を輪切り板に描き、四国８８ｶ寺全てを地図上に番号で示しました。そ

の地図から寺の分布状況やその位置から寺の地理的状況を頭に浮かべ、巡礼旅を感じ

とっていただければと思います。その後、各県の地図にお寺の名前とその位置を示してあり

ます。 

 ８８カ寺の札所番号と名前、ご本尊名とその種子（梵字）を一覧表にまとめてあります。お

納経の解釈、また、ご本尊の分布状況から、民衆の願いとは、現生における人の求めるご

利益とは、など、人の願いは何を求めているのかを感じてもらえればと思います。 

 各お寺の本尊の御影（本尊のおすがた）とお納経、それらの描画作品を一枚にまとめ、そ

れらすべてが一覧できるようにしてみました。各お寺のご本尊のおすがた、各お寺で個性溢

れるお納経が比較ができるようにしてあります。 

 各お寺のご本尊の素顔を針描画し、四国88ヶ寺のご本尊の素顔が一般に親しみのある人

の顔であることを感じてもらえればと思います。 

 また、各お寺の御影の描画絵で弘法大師像を描いてみました。 

 次に、各県ごとに、お寺ごとに、ご本尊のおすがたの描画作品、お寺の概要紹介、お納経

の解説とその描画作品をまとめて掲載してあります。 

 お納経については、お参りを済ませ、納経所で納経帳、掛軸などに朱印と芸術的な墨書き

をいただき、御影と一緒に大事にしまっているお納経の宝院、朱印、墨書の内容について解

説をしてあります。これらを知ることにより、四国霊場８８カ寺が一層親しみのあるものにな

るもの思っています。 

 各お寺のご本尊のおすがた、お納経の描画作品から四国霊場８８ｶ寺が身近な存在に

なってもらえれば幸せです。 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

針描画とは：ＰＣで画像処理した絵の線上を針の先で刺し、木の板などに針先の点で写描することを言

い、その作品を描画絵（描画作品）と表記しました。 
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1-２．旅立ちのまえに 
 
１）四国霊場88カ寺１４００ｋｍの旅立ちの決断 
 四国巡礼の参拝の順番は決まっていないが、最初の巡礼者は阿波の国一番札所霊山寺から始ま

り、讃岐の国８８番札所大窪寺で結願する人が多いようです。 

 阿波の国を発心の道場、土佐の国を修行の道場、伊予の国を菩提の道場、最後に空海の生まれ

故郷、讃岐の国を涅槃の道場と言われています。巡礼者の願いを一寺、一寺、積み重ねて達成する

のが巡礼旅です。人の成長、物事の完成、人生そのものです。また、自分に宿る仏、人に宿る仏に出

会う旅でもあります。 

 モチの木の板に四国の地図を針描画し、各県のお寺の位置を札所番号で示しました。８８カ所が一

望でき、巡礼の経験者は参拝したお寺を思い浮かべ、未経験者は旅路の厳しさと結願の想いを募ら

せるものと想います。 

 巡礼者は最初にこの地図を見て決断し、旅路が始まります。一歩踏み出せば、弘法大師と同行二

人、きっと素晴らしい人々（仏様）に出会うでしょう。 

阿波の国（徳島県） 
  （発心の道場） 

土佐の国（高知県） 
  （修行の道場） 

伊予の国（愛媛県） 
  （菩提の道場） 

讃岐の国（香川県） 
  （涅槃の道場） 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
四国霊場88カ寺の地図： 

モチの木の板に四国の地図を描き、88カ寺の位置を番号で示しています。歩き遍路に挑

戦する人には、勇気ある決断を迫る地図ではないでしょうか。 
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２）発心の道場・阿波の国（徳島県） 
 
  阿波の国に札所は２３カ寺あります。一番札所霊山寺から２３番札所薬王寺まで全長約１５０ｋｍの巡

礼旅です。昔は１２番札所焼山寺、２０番鶴林寺、２１番太龍寺と難所でありましたが、今は自動車道、太

龍寺のロープウエーと整備され、誰もが気軽に参拝できます。寺の間隔も短い区間、長い区間、平たんな

区間、厳しい山道と、巡礼者には飴あり、鞭ありの道のりで、人の心の動揺を誘います。歩き遍路には、今

でも厳しい道のりです。まさに、巡礼者には発心への決心と結願に向けた心構えが問われる旅の始まりに

なります。 

 著者は２０番、２１番の麓で１８歳まで育ちました。また、１９番の立江寺には、親に連れられて、年に一度

の「立江の市」に歩いていきました（漫画の古本が安く買えた）。親が土産にいつも大きい板状の飴を買っ

てくれるのを楽しみにしたものである。見世物小屋もあり、立江寺は関所寺であり、髪の毛が巻き付く出し

ものもあり、恐々みた記憶があります。この３カ寺は、７０年を過ぎてもはっきりと記憶の残っている思い出

深い寺です。 

徳島県（阿波の国） 
 

 １ 霊山寺（りょうぜんじ）  ９ 法輪寺（ほうりんじ） １７ 井戸寺（いどじ） 

 ２ 極楽寺（ごくらくじ） １０ 切幡寺（きりはたじ） １８ 恩山寺（おんざんじ） 

 ３ 金泉寺（こんせんじ） １１ 藤井寺（ふじいじ） １９ 立江寺（たつえじ） 

 ４ 大日寺（だいにちじ） １２ 焼山寺（しょうさんじ） ２０ 鶴林寺（かくりんじ） 

 ５ 地蔵寺（じぞうじ） １３ 大日寺だいにちじ） ２１ 太龍寺（たいりゅうじ） 

 ６ 安楽寺（あんらくじ） １４ 常楽寺（じょうらくじ） ２２ 平等寺（びょうどうじ） 

 ７ 十楽寺（じゅうらくじ） １５ 国分寺（こくぶんじ） ２３ 薬王寺（やくおうじ） 

 ８ 熊谷寺（くまだにじ） １６ 観音寺（かんのんじ） 

難所（歩き遍路には） 
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３）修行の道場・土佐の国（高知県） 
 
  土佐の国に札所は１６カ寺あります。二十四番札所最御崎寺から三十九番札所延光寺まで全長約４
１０ｋｍの非常に距離のある道のりです。修行の道場にふさわしい旅路です。23番薬王寺から24番まで、
雄大な太平洋を左に見ながらの長い歩き旅です。36番から37番、38番とこれも長い旅路で、ほんとうに
修行そのもののように思うでしょう。一つの気休めは雄大な太平洋を眺める旅路であることです。また、
寺の境内から見る景色も美しいところが多くあります。特に、室戸岬、足摺岬と荒々しい太平洋の波と岩
肌の風景が広がる素晴らしいところであり、巡礼者の厳しい修行の旅の疲れを癒し、勇気を奮いただせ
てくれます。 
 車で移動しも休憩が必要なほどの距離があるところもあり、歩き遍路の人の心の葛藤が目に見えるよ
うです。２３番から２４番への途中、海陽町で出会う歩き遍路はだれもが疲れ、ただ黙々と歩く姿をよく目
にします。 

高知県（土佐の国） 

２４ 最御崎寺（ほつみさきじ） ３０ 善楽寺（ぜんらくじ） ３６ 青龍寺（せいりゅうじ） 

２５ 津照寺（しんしょうじ） 
２６ 金剛頂寺（こんごうちょうじ） 

３１ 竹林寺（ちくりんじ） 
３２ 禅師峰寺（ぜんじふじ） 

３７ 岩本寺（いわもとじ） 

３８ 金剛福寺（こんごうふくじ） 

２７ 神峯寺（こうのみねじ） ３３ 雪蹊寺（せっけいじ） ３９ 延光寺（えんこうじ） 

２８ 大日寺（だいにちじ） ３４ 種間寺（たねまじ） 

２９ 国分寺（こくぶんじ「） ３５ 清滝寺（きよたきじ） 

室戸岬 

足摺岬 
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４）菩提の道場・伊予の国（愛媛県） 
 
 伊予の国に札所は２５カ寺あります。４０番札所観自在寺から６５番札所三角寺まで全長３
５６ｋｍの巡礼旅です。４５番岩屋寺、６０番横峰寺は標高５５０ｍ以上と四国山脈の山腹にあ
り、険しい山道ですが、その他の寺は比較的平たんな道のりです。比較的密な間隔の札所と
寺間が４０ｋｍを越えるような札所が４カ所あります。宇和島、松山、坂出と街中を通る遍路道
が多いところです。伊予の札所で唯一の難所であった横峰寺、昭和の時代は、四国の最大
の難所で、山道を登る一日がかりの参拝でありました（３０才の時両親と歩いて山を登った。
山育ちの両親でもこれが最後としきりに言っていた）。今は林道で距離はあるが、車で行くこと
ができますが、歩き遍路には難所の一つです。すべての参拝者の難所は、岩屋寺でないで
しょうか。山門から細い山道を歩いで登る以外方法がないお寺です。体の弱い、体の不自由
な人や高齢者には参拝が厳しい寺の一つです。 

愛媛 

４０ 観自在寺（かんじざいじ） ４９ 浄土寺（じょうどじ） ５８ 仙遊寺（せんゆうじ） 

４１ 龍光寺（りゅうこうじ） ５０ 繁多寺（はんたじ） ５９ 国分寺（こくぶんじ） 

４２ 仏木寺（ぶつもくじ） ５１ 石手寺（いしてじ） ６０ 横峰寺（よこみねじ） 

４３ 明石寺（めいせきじ） ５２ 太山寺（たいさんじ） ６１ 香園寺（こうおんじ） 

４４ 大寶寺（たいほうじ） ５３ 円明寺（えんみょうじ） ６２ 宝寿寺 （ほうじゅうじ） 

４５ 岩屋寺（いわやじ） ５４ 延命寺（えんめいじ） ６３ 吉祥寺（きっしょうじ） 

４６ 浄瑠璃寺（じょうるりじ） ５５ 南光坊（なんこうぼう） ６４ 前神寺（まえがみじ） 

４７ 八坂寺（やさかじ） ５６ 泰山寺（たいさんじ） ６５ 三角寺（さんかくじ） 

４８ 西林寺（さいりんじ） ５７ 栄福寺（えいふくじ） 

佐多岬 

宇和島 

難所（歩き遍路には） 
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５）涅槃の道場・讃岐の国（香川県） 
 
  讃岐の国に札所は２４カ寺あります。６６番札所雲辺寺から８８番札所大窪寺まで全長約
１６０ｋｍの巡礼旅です。６６番の雲辺寺は徳島県にあります。徳島県から自動車で、香川県
からロープウエーで参拝できます。標高約９００ｍのところにあり、歩き遍路には厳しい山道で
す。弘法大師の誕生地でもあり、多くの寺は比較的平たんな地にあります。善通寺は境内が
広く、立派な建造物も多くあり、すべてを参拝するには、難所の一つかもしれません。弘法大
師にまつわる寺も多く、古くから天皇や豪族の庇護があり、立派な寺が多く、巡礼者はゆった
りとした気持ちで参拝できるのでないでしょうか。 

香川県（讃岐の国） 
６６ 雲辺寺（うんぺんじ） ７４ 甲山寺（こうやまじ） ８２ 根香寺（ねごろじ） 

６７ 大興寺（だいこうじ） ７５ 善通寺（ぜんつうじ） ８３ 一宮寺（いちのみやじ） 

６８ 神恵院（じんねいじ） ７６ 金倉寺（こんぞうじ） ８４ 屋島寺（やしまじ） 

６９ 観音寺（かんのんじ） ７７ 道隆寺（どうりゅうじ） ８５ 八栗寺（やくりじ） 

７０ 本山寺（もとやまじ） ７８ 郷照寺（ごうしょうじ） ８６ 志度寺（しどじ） 

７１ 弥谷寺（いやだにじ） ７９ 天皇寺（てんのうじ） ８７ 長尾寺（ながおじ） 

７２ 曼荼羅寺（まんだらじ） ８０ 国分寺（こくぶんじ） ８８ 大窪寺（おおくぼじ） 

７３ 出釈迦寺（しゅしゃがじ） ８1  白峯寺（しろみねじ） 

雲辺寺 

大窪寺 

難所（歩き遍路には） 
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1-３．四国霊場８８カ所札所一覧 
 
 第三章から個々のお寺の紹介で札所番号、寺号、本尊とその梵字などが出てきます。分かりやすくす
るために各お寺の寺号、本尊、梵字についてまとめてみました。特に、お納経の内容を理解する場合に
はご利用ください。 
 

１）発心の道場・阿波の国（徳島県） 
 １番札所から２３番札所の札所番号、寺号、本尊、梵字とその読み方を表に示しています。観世音菩
薩４カ寺、薬師如来７カ寺、大日如来１カ寺、不動明王０カ寺、阿弥陀如来２カ寺、釋迦如来
２カ寺、地蔵菩薩３カ寺、文殊菩薩０カ寺、虚空蔵菩薩２カ寺、弥勒菩薩１カ寺、 

 
札所番号 寺号 本尊 梵字 梵字読み方 

第一番  霊山寺 釈迦如来  バク 

第二番  極楽寺    阿弥陀如来 キリーク 

第三番  金泉寺 釋迦如来 バク 

第四番  大日寺（４） 大日如来（４） バン 

第五番  地蔵寺 勝軍地蔵菩薩 カ 

第六番  安楽寺 薬師如来 バイ 

第七番  十楽寺 阿弥陀如来 キリーク 

第八番  熊谷寺 千手観音菩薩 キリーク 

第九番  法輪寺 涅槃釈迦如来 バク 

第十番  切幡寺 千手観世音菩薩  キリーク 

第十一番  藤井寺 薬師如来 バイ 

第十二番  焼山寺 虚空蔵菩薩 タラーク 

第十三番  大日寺（１３） 十一面観世音菩薩 カ 

第十四番  常楽寺 弥勒菩薩 ユ 

第十五番  国分寺（１５） 薬師如来 バイ 

第十六番  観音寺（１６） 千手観世音菩薩 キリーク 

第十七番  井戸寺 七仏薬師如来 バイ 

第十八番  恩山寺 薬師如来 バイ 

第十九番  立江寺 延命地蔵菩薩 カ 

第二十番  鶴林寺 地蔵菩薩 カ 

第二十一番  太龍寺 虚空蔵菩薩 タラーク 

第二十二番  平等寺 薬師如来 バイ 

第二十三番  薬王寺 厄徐薬師如来 バイ 

四国８８カ所のお寺には同名の寺号があります。何番札所の寺号であるかを区別するために下
記のような標記で示してあります。 
寺号（番号）：お寺名、()内番号は札所番号を示します。 
以下、下記のように標記してあります。 
例：大日寺（４）：四番札所の大日寺を示します。 
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札所番号 寺号 本尊 梵字 梵字読み方 

第二十四番  最御崎寺 虚空蔵菩薩  タラーク 

第二十五番  津照寺 かじとり延命地蔵菩薩 カ 

第二十六番  金剛頂寺 薬師如来 バイ 

第二十七番  神峯寺 十一面観世音菩薩 カ 

第二十八番  大日寺（２８） 大日如来 バン 

第二十九番  国分寺（２９） 千手観世音菩薩 キリーク 

第三十番  善楽寺 阿弥陀如来 キリーク 

第三十一番  竹林寺 文殊菩薩 マン 

第三十二番  禅師峰寺 十一面観世音菩薩 カ 

第三十三番  雪蹊寺 薬師如来 バイ 

第三十四番  種間寺 薬師如来 バイ 

第三十五番  清滝寺 薬師如来 バイ 

第三十六番  青龍寺 波切不動明王  カーン 

第三十七番  岩本寺 阿弥陀如来  薬師如来 
     不動明王  
地蔵菩薩   聖観世音菩薩   

キリク  バイ 
カーン 
カ   サ 

第三十八番  金剛福寺 三面千手観世音菩薩 キリーク 

第三十九番  延光寺 薬師如来 バイ 

２）修行の道場・土佐の国（高知県） 
 
 24番札所から39番札所の札所番号、寺号、本尊、種子（梵字）とその読み方を示します。 

観世音菩薩５カ寺、薬師如来６カ寺、大日如来１カ寺、不動明王２カ寺、阿弥陀如来２カ寺、
地蔵菩薩２カ寺、文殊菩薩1カ寺、虚空蔵菩薩１カ寺（ただし、岩本寺５本尊）、釋迦如来０
カ寺、弥勒菩薩０カ寺 
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札所番号 寺号 本尊 梵字 梵字読み方 

第四十番  観自在寺 薬師如来  バイ 

第四十一番  龍光寺 十一面観世音菩薩 カ 

第四十二番  仏木寺 大日如来 バン 

第四十三番  明石寺 千手観世音菩薩 キリーク 

第四十四番  大宝寺 十一面観世音菩薩 カ 

第四十五番  岩屋寺 不動明王 カーン 

第四十六番  浄瑠璃寺 薬師如来 バイ 

第四十七番  八坂寺 阿弥陀如来 キリーク 

第四十八番  西林寺 十一面観世音菩薩 カ 

第四十九番  浄土寺 釈迦如来 バク 

第五十番  繁多寺 薬師如来 バイ 

第五十一番  石手寺 薬師如来 バイ 

第五十二番  太山寺 十一面観世音菩薩  カ 

第五十三番  円明寺 阿弥陀如来 キリーク 

第五十四番  延命寺 不動明王 カーン 

第五十五番  南光坊 大通智勝如来 バン 

第五十六番  泰山寺 地蔵菩薩 カ 

第五十七番  栄福寺 阿弥陀如来 キリーク 

第五十八番  仙遊寺 千手観世音菩薩 キリーク 

第五十九番  国分寺（５９） 薬師瑠璃光如来（薬師如来） バイ 

第六十番  横峰寺 大日如来 バン 

第六十一番  香園寺 大日如来 バン 

第六十二番  宝寿寺 十一面観世音菩薩 カ 

第六十三番  吉祥寺 毘沙門天 バイ 

第六十四番  前神寺 阿弥陀如来 キリーク 

第六十五番  三角寺 十一面観世音菩薩 カ 

３）菩提の道場・伊予の国（愛媛県） 
 
  40番札所から65番札所の札所番号、寺号、本尊、種子（本尊の梵字）、梵字の読み方を示し
ます。観世音菩薩８カ寺、薬師如来５カ寺、大日如来３カ寺、不動明王２カ寺、阿弥陀如来４カ
寺、釋迦如来、地蔵菩薩、大通智勝如来、毘沙門天各1カ寺、文殊菩薩０カ寺、虚空蔵菩薩０カ
寺、弥勒菩薩０カ 
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札所番号 寺号 本尊 梵字 梵字読み方 

第六十六番  雲辺寺 千手観世音菩薩  キリーク 

第六十七番  大興寺 薬師如来 バイ 

第六十八番  神恵院 阿弥陀如来 キリーク 

第六十九番  観音寺 聖観世音菩薩 サ 

第七十番  本山寺 馬頭観世音菩薩 ハン 

第七十一番  弥谷寺 千手観世音菩薩 キリーク 

第七十二番  曼荼羅寺 大日如来 バン 

第七十三番  出釈迦寺 釈迦如来 バク 

第七十四番  甲山寺 薬師如来 バイ 

第七十五番  善通寺 薬師如来 バイ 

第七十六番  金倉寺 薬師如来 バイ 

第七十七番  道隆寺 薬師如来 バイ 

第七十八番  郷照寺 阿弥陀如来  キリーク 

第七十九番  天皇寺 十一面観世音菩薩 カ 

第八十番 國分寺（８０） 十一面千手観世音菩薩 キリーク 

第八十一番  白峰寺 千手千眼観世音菩薩 キリーク 

第八十二番  根香寺 千手観世音菩薩 キリーク 

第八十三番  一宮寺 聖観世音菩薩 サ 

第八十四番  屋島寺 十一面千手観世音菩薩 キリーク 

第八十五番  八栗寺 聖観世音菩薩 サ 

第八十六番  志度寺 十一面観世音菩薩 カ 

第八十七番  長尾寺 聖観世音菩薩 サ 

第八十八番  大窪寺 薬師如来 バイ 

高野山・奥の院 高野山 弘法大師 ユ 

４）涅槃の道場・讃岐の国（香川県） 
 
 66番札所から88番札所。最後に高野山の札所番号、寺号、本尊名、種子（梵字）、梵字の読み
方を示します。観世音菩薩１３カ寺、薬師如来６カ寺、大日如来１カ寺、阿弥陀如来２カ寺、釋
迦如来１カ寺、地蔵菩薩０カ寺、文殊菩薩０カ寺、不動明王０カ寺、虚空蔵菩薩０カ寺、弥勒菩
薩０カ寺 
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1-４．御影とお納経の描画作品制作について 

１）針描画について 

  四国霊場八十八寺を参拝するとその証として、納経所で納経帳や納経軸などに御朱印と墨書きを

してもらいます。これと一緒に御本尊の御影（ご本尊の分身・おすがた）を受け取り、参拝が終了し

ます。 

 これらのものは、宗教的にも価値あり、芸術性も高く、常に生活環境内で目にするべきものです。 

 このことから、御影、お納経の針描画を通じて、下記の目的の達成を目標としています。 

 （１）御影の描画作品 

 ・ご本尊のおすがたを描画して祀り、ご本尊に毎日出会う生活環境を作ること。 

 ・御影の描画絵で弘法大師像を描くこと。新しい弘法大師像の制作を目指すこと。 

 ・御影（ご本尊）の素顔を描き、その顔の特徴とご本尊の素顔に触れ、身近な仏様と暮らす 

  生活環境を作ること。 

 

 （２）お納経の描画作品 

 ・お納経を描画して掛軸を作ること。 

 ・掛軸と同様、仏壇の横に飾り、８８カ所の参拝を日常生活のものとすること。 

 ・描画することにより、お納経の内容を知ること。 

 以上のことを目的として描画作品を作ることとしました。 

 

２）各お寺の描画作品について 

 （１）各お寺ごとに、御影（実物）、その御影の描画作品、弘法大師像作製に利用する御影の描画

作 

  品、ご本尊の素顔、お納経の描画作品を制作しましたので出版物として紹介することとしました。 

  また、お寺の概要とお納経の内容（朱印、墨書き）について説明を加え、お寺のご本尊について

理 

  解を深めてもらうよう工夫してみました。 

   

３）針描画による作品制作について 

 （１）材料 

  ・御影の描画絵：用いた板は直径約１３～１５ｃｍの円形に輪切りした板を用いています。材料

は、ツゲの木、柿の木、モチの木を用いた。ほとんど、ツゲの木を用いています。 

  ・弘法大師像に用いた御影の描画絵：板の大きさは輪切り板を８ｃｍｘ６ｃｍに加工した板を 

      用いています。板は、ヤマモモの木、柳の木を用います。ほとんどがヤマモモの木です。 

  ・ご本尊の素顔絵：板の大きさは直径約６ｃｍの輪切り板を用いています。 

   材料には、ヤマモモの木、臭さ木、モクレンの木、柳の木など多くの種類の木を用いています。 

  ・お納経の描画絵：板の大きさは輪切り板を７ｃｍｘ５ｃｍに加工して用いています。 
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（２）材料の加工 

 ・各材料は木を伐採して１か月程度放置しておきます。その木（ほとんど生木）を輪切し（木の

成長方向に対して直角に切断） 、室内で１年以上乾燥する。最初は、室内で３日程度乾燥し、そ

の後、新聞紙や布で包み、室内でゆっくりと水分を揮発させます。この時、割れ、変形、変色があ

ります。乾燥  

  した板は研磨機で研磨し、種々表面処理をして用いています。材料としては、ツゲ、モチ、柿

など固い木（仏画や文字の描画に適す）、マモモ、くさ木など少し柔らかい木（仏画などの描画に

適す）などがあります。木の色や固さで使い分けています。白い系統の木は少なく、柔らかいので

利用範囲が限定され、黒い斑点など変色する傾向があります。 

（３）御影、お納経の描画作品の原図の作製 

 ・お寺でいただいた御影やお納経を写真又はＰＤＦでＰＣに取り込み、輪切り板の大きさに合わ

せ  

  て画像処理し、最終的にプリントアウトして用います。 

  

４）針描画による作品制作への想い 

 生木から輪切り板を作り、変形、変色なしに板にするのは非常に難しいことです。また、木の種

類により、表面の粗さ、色などは異なり、描画に適した白い木は非常に少ないのが現状です。木を

扱っている人に色々と尋ねましたが、輪切りにして使うことは非常に少なく、処理方法はほとんど

わかっていないようです。 

 描画絵については、観る人の意見はいろいろでありましたが、個人の意見としては、芸術作品で

なく、仏に接する作者の喜びと心の安らぎを優先し、あるがままの状態の輪切り板にこだわって描

画しています。描いた木の板に仏が宿ってくれ、多くの人に接する機会が生まれることを願うばか

りです。 

 なお、表面に無色の塗料の塗布など処理をすることもしてありません。最初に作製した描画絵は

４年を経過していますが、玄関や居間で飾っていますが、脱色など変化は認められず、作製時のま

まです。板の有効利用として、表面処理した板の作製、使い方も検討中です。感じの異なった仏画

などの作品ができるのでないかと思っています。 
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